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1 １ 月のこんなことあんなこと
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初山別村文化祭作品展示会
　今年度の芸能発表会は中止とな

りましたが、自然交流センターエ

ントランスホールおよび２階小

ホールにて作品展が開かれました。

幼児・児童・生徒・一般の工作や

工芸品、写真などが並びました。

第３４回 初山別村小・中学生 税の書道展
　税をテーマに、初山別村租税教育推進懇談

会が主催する書道展が行われ、１１月８日～１６

日の間自然交流センター内に展示されました。

応募総数４１点の中から入賞した児童・生徒は

次のとおりです。

中　　学　　生小　　学　　生受賞区分

（３年生） 麻里 　
あさり

 桃子 
ももこ

（４年生） 本間 　
ほんま

 美咲 
みさき

初山別村長賞特
別
賞 （２年生） 長谷川 

はせがわ

 七星 
ななせ

（６年生） 長谷川 
はせがわ

 省二 
せいじ

初山別村教育長賞

（３年生） 菊井 　
きくい

 洸生 
こうしょう

（４年生） 村田 　
むらた

 大弦 
はると

金 賞懇
談
会
会
長
賞

（２年生） 笠川 　
かさかわ

 心愛 
ここあ

（３年生） 相馬 　　
そうま

 唯 
ゆい

銀 賞

（１年生） 笠川 　
かさかわ

 乃  愛 
の あ

（６年生） 菅原 　
すがわら

 梓紗 
あずさ

銅 賞

村民バトミントン大会
　スポーツセンターにてバドミントン

大会が行われました。大会には全７

チーム（１４名）がエントリーし、熱戦

が繰り広げられました。優勝は籾山さ

ん、藤井さんチームとなりました。お

めでとうございます！　（１１月１３日）

隠



　村内の小・中学生を対象とした「第３９

回初山別村読書感想文コンクール表彰式」

が自然交流センターにて行われました。

村内児童生徒５７名が応募し、その中の１６

作品が入賞しました。　　（１１月２２日）

韻

●１１月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

総合健診
ヘルスアップ教室
ＴＮＲ活動（～７日）

５晶

文化祭作品展示（～１０日）
税の書道展（～１６日）

８捷

乳幼児健診１０昌
インフルエンザ予防接種（有明）１１昭
ヘルスアップ教室１２晶

インフルエンザ予防接種（豊岬）
おやこのためのおはなしかい
村民バドミントン大会

１３松

インフルエンザ予防接種（共成）
ヘルスアップ教室

１６昇

ほしっこくらぶ１７昌
インフルエンザ予防接種（初山別）２０松
ほしっこくらぶ会場開放日２４昌
予防接種
農業委員会総会

２５昭

ヘルスアップ教室２６晶

ほしっこくらぶ －１２月号－

今月のほしっこくらぶは

　☆じゆうあそび　でした。　（１１月１７日）

１２月の「ほしっこくらぶ」は、１５日開催予定です。

最優秀受賞者部　門

 福 　 田 　 凪 　 沙 （初小１年）
ふく だ なぎ さ

低学年の部
小
学
生

 横 　 山 　 美 　 桜 （初小３年）
よこ やま み お

中学年の部

 加 　 納 　 望 　 結 （初小６年）
か のう み ゆ

高学年の部

 笠 　 川 　 乃 　 愛 （初中１年）
かさ かわ の あ

中学生の部

読書感想文コンクール表彰式

初山別村小・中学校合同防災学校
　小学校・中学校にて、地震が発生した際の避難訓練や消防署、役場による防災や災害

についての講話などの合同防災学校が行われました。中学生は班ごとに分かれ、学校を

避難所と仮定し、避難者の割

り振りや避難物資の設置場所

などを自分たちで考える避難

所運営を想定したゲームを行

いました。生徒達は真剣に話

し合い、防災について理解を

深めたのではないでしょうか。
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「まさかは必ずやってくる！」かもで！

丑谷　哲也
任期：３年目
担当地区：初山別

　先月に引き続き、発災したらの備えについてです。

　大規模な災害が起きてしまった時、当初の避難生活を考えるとイ

ンフラ回復までの自前の「水・ガス・電気」の備えは、乗り切るために

重要な事でしょう。ミニサイズのカセットコンロと専用のボンベは、荷が

かさばらないし、状況によっては少 の々暖や明かりもとれて便利です

ね。また、ご家族や親せきなどとの通信手段を確保することも考える

と携帯電話の充電は確保しておきたいですね。モバイルバッテリーや、

ちょっと大変ですが手回し発電が付属されているラジオ＋懐中電灯な

ども常備していると安心です。

　食料の備えもなくてはならない物で、本人や家族の「最低三日分

は！」と周知されていますが、ペットを飼われている方は併せてペット

フードの準備を忘れないようにしてくださいね。と、いろいろあって尽き

ませんが、ご家族や自分の大切な命を守るために最善の備えを！

　農業の魅力発見・発信をメインとした『農業みらい開拓事業』の一環で、初山別村の農家、酪農

家の方 に々夏から秋にかけて取材を重ねてまいりました。大豆・ジャガイモ・梨・大根・お米の収穫、

野菜直売所や搾乳の様子などを協力隊のＦａｃｅｂｏｏｋページ上にて写真とたまに動画付きでご

紹介しております。ぜひご覧くださいませ。

　どんな人がどんな場所でどのようにものづくりをしているのかを知り、こだわりに触れることで『食』や

『農業』について一層興味を持っていただくきっかけになれば嬉しく思います。生産者の方のお仕事ぶり

や想いがたくさんの人に届きますように。ご協力いただいた皆様、どうもありがとうございました。

１２月の本：伊坂幸太郎『クリスマスを探偵と』

農業みらい開拓事業

池本凌太郎
任期：２年目
担当地区：有明

初山別に来て３度目の冬到来

高塚　　望
任期：３年目
担当地区：豊岬

　寒くて朝がつらい日 が々やってまいりました、布団から出たくないですよね。僕が住んでる住宅は

一人暮らしには少 手々に余る広さなんですよね。その分ゆとりはあるんですけど、冬の暖房事情は

一苦労。親から貰ったＦＦ式ストーブは壊れているのでポータブルで過ごしているんです。ポータブ

ルは暖めたい部屋だけを暖めることができるから便利なんですけどＦＦ式に比べて力不足。僕の行

動もおのずとゆっくりになってしまいます。これから雪が降ったら朝の雪なげや車の雪下ろしなども

あって冬の朝は本当に早くなってしまいますよね。もう夏が恋しいです。雪景色はきれいなんですけ

どね。みなさんはどの季節が一番好きですか？僕は夏ですね。夏好きな男、高塚でした。

　今年こそは自分でできるようにと、春に夏タイヤの交換を伝授してもらい、ナットを締める作業は自

身でやりました。いよいよ雪の季節だと冬タイヤを準備し、スパナを持ち、よしやるぞ！と思いきや、自分

で締めたはずのナットを緩めることができず、またしても村内の強力な助っ人に助けていただくことに…

　自身に対しまだまだだなと思いつつ、困った時に助けてくださる存在が、本当に有り難く、また心

強く思う出来事でした。

　夏のようには運転できない季節となりました。皆様もお出掛けの際にはお気をつけてお出かけく

ださい。前科者の私には言われたくないと思いますが…

タイヤ交換

荻原　光央
任期：２年目
担当地区：豊岬

「ユニコォォォォォン ！ ！」

桑原努力志
任期：３年目
担当地区：初山別

　どうも、可能性の獣、桑原です。ガンダムはＳＥＥＤ世代です。

忙しい日々が終わり、ホッと一息ついているところです。

　さて、最近感銘を受けた言葉に「例えどんな現実を突きつけら

れようと、“それでも”と言い続けろ。自分を見失うな。」という

ものがあります。これは機動戦士ガンダムＵＣでマリーダさんと

いう方が主人公に言ったセリフだそうです。どんな理不尽でも心に従い突き進む主人公への

言葉。いい台詞ですね。なにより激熱です。

　気が付いたら３０歳になっておりました。…それでも！！！！　任期満了で４月から無職で

す。…それでも！！！！　そしてお金もありません。…それでもー！！！！

　怒られそうなのでいい加減に、それでも～　^̂)ﾉｼ

吋



介
護
保
険
制
度
の
お
話

　
高
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
や
、

病
気
や
け
が
な
ど
に
よ
り
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
要
介
護
認

定
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
要
介
護
認
定
と
は
、
介
護
を
必
要

と
し
て
い
る
人
が
「
ど
の
程
度
の
要

介
護
状
態
、
ま
た
は
要
支
援
状
態
に

あ
る
の
か
」
を
判
断
す
る
も
の
で
す
。

【
介
護
保
険
の
申
請
方
法
】

①
市
町
村
の
窓
口
（
保
険
係
ま
た
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
代

行
）
で
申
請
を
行
い
ま
す
。主
治
医

の
意
見
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
医
療
機
関
の
情
報
を
確
認
し

ま
す
。

②
訪
問
調
査
　
申
請
後
、
市
町
村
の

認
定
調
査
員
（
村
は
保
健
師
で
す
）

が
訪
問
し
、
心
身
の
状
態
な
ど
に

つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
そ

の
結
果
と
主
治
医
意
見
書
の
内
容

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
し
一

次
判
定
し
ま
す
。主
治
医
意
見
書

は
、
医
学
的
な
視
点
で
認
知
症
の

有
無
や
在
宅
介
護
で
必
要
な
配
慮

や
介
護
内
容
に
つ
い
て
主
治
医
が

記
載
す
る
書
類
で
す
。

③
介
護
認
定
審
査
会
　
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
一
次
判
定
の
デ
ー
タ
は
市

町
村
の
介
護
認
定
審
査
会
に
か
け

ら
れ
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
専

門
家
な
ど
が
一
次
判
定
や
訪
問
調

査
の
結
果
と
主
治
医
意
見
書
を
も

と
に
、
全
国
一
律
の
基
準
に
よ
り

審
査
し
ま
す
。

④
要
介
護
、
要
支
援
の
認
定
　
申
請

日
か
ら
　
日
以
内
に
被
保
険
者
証

３０

が
届
き
ま
す
。

【
要
介
護
認
定
の
判
定
】

　
要
介
護
認
定
は
、「
非
該
当
」
と
介

護
保
険
の
対
象
と
な
る「
要
支
援
１
・

２
」「
要
介
護
１
～
５
」
に
区
分
さ

れ
ま
す
。
区
分
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
や
利
用
限
度
額
が
違
い

ま
す
。
要
介
護
度
区
分
に
合
わ
せ
て

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
】

 煙
在
宅
サ
ー
ビ
ス
　
　
　
　
　
　
 

①
訪
問
介
護

　
　
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

　
ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
を
訪
問
し
、
身

体
介
護
や
生
活
援
助
な
ど
の
日
常
生

活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

②
訪
問
看
護

　
主
治
医
の
指
示
を
も
と
に
、
看
護

師
が
自
宅
を
訪
問
し
、
医
学
的
な
処

置
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

③
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　
日
帰
り
で
施
設
に
通
い
、
食
事
や

入
浴
な
ど
、
日
常
生
活
の
介
護
を
行

い
ま
す
。

④
短
期
入
所
生
活
介
護

　
　
　
　
　
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　
短
期
的
に
施
設
へ
宿
泊
し
、
日
常

生
活
の
介
護
を
受
け
ま
す
。

⑤
福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル
・
購
入

　
必
要
な
福
祉
用
具
（
歩
行
器
、
車

椅
子
、
介
護
ベ
ッ
ド
な
ど
）
を
レ
ン

タ
ル
し
た
り
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

や
浴
室
用
イ
ス
、
浴
槽
台
な
ど
を
購

入
で
き
ま
す
。

⑥
住
宅
改
修

　
自
宅
の
玄
関
や
ト
イ
レ
、
浴
室
な

ど
に
手
す
り
を
取
り
つ
け
た
り
、
段

差
を
解
消
す
る
な
ど
の
住
宅
改
修
が

で
き
ま
す
。

 煙
施
設
サ
ー
ビ
ス
　
　
　
　
　
　
 

　
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
「
施
設

サ
ー
ビ
ス
」
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
や
入
居
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

①
介
護
老
人
福
祉
施
設

　
　
　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　
常
に
介
護
が
必
要
で
、
自
宅
で
は

介
護
が
で
き
な
い
方
が
対
象
の
施
設

で
、
原
則
要
介
護
３
以
上
の
方
で
す
。

②
介
護
老
人
保
健
施
設

　
症
状
が
安
定
し
、
リ
ハ
ビ
リ
に
重

点
を
お
い
た
介
護
が
必
要
な
方
が
対

象
の
施
設
で
、
医
学
的
な
管
理
の
も

と
で
介
護
や
看
護
、
リ
ハ
ビ
リ
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

③
介
護
療
養
型
医
療
施
設

　
急
性
期
の
治
療
が
終
わ
り
、
長
期

間
に
わ
た
り
療
養
が
必
要
な
方
が
対

象
の
施
設
で
、
介
護
体
制
の
整
っ
た
病

院
で
、
医
療
や
看
護
が
受
け
ら
れ
ま

す
。今
回
、
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

簡
単
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、
詳
し
い

こ
と
が
知
り
た
い
、
相
談
し
た
い
と
い

う
方
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
保
健
師
の
大
水
ま
で
声
を
か
け

て
下
さ
い
。

（
保
健
師
　
大
水
）

右

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す



　
毎
年
冬
に
な
り
ま
す
と
、
屋
根
に

積
も
っ
た
雪
、
氷
、
つ
ら
ら
が
落
ち

て
歩
行
者
が
け
が
を
し
た
り
、
ま
た
、

死
亡
し
た
り
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
冬
期
間
の
生
活
に
は

ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
冬
期
間
の
通
行
を
円
滑
に
し
、

事
故
を
無
く
す
た
め
、
特
に
、
次
の

こ
と
に
注
意
す
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
屋
根
の
雪
、
氷
、
つ
ら
ら
が
道
路

に
落
ち
る
建
物
に
は
、
こ
れ
に
伴
う

事
故
を
避
け
る
た
め
雪
止
め
を
つ
け

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
雪
止
め
が
つ
け
て
あ
っ
て
も
強
さ
が

足
り
な
か
っ
た
り
、
針
金
な
ど
が
さ
び

つ
い
た
り
古
く
な
っ
た
り
し
て
切
れ
て

落
ち
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
必
ず
点
検

し
て
、
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
早
め
に

修
繕
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
屋
根
の
雪
、
氷
、
つ
ら
ら
は
気
温
が

上
昇
し
た
と
き
、
特
に
マ
イ
ナ
ス
３
度

位
か
ら
プ
ラ
ス
３
度
位
に
な
っ
た
と
き

に
落
ち
や
す
い
状
態
と
な
る
た
め
、
そ

の
よ
う
な
と
き
は
、
早
め
に
落
と
す
よ

う
に
し
、
落
と
す
と
き
は
歩
行
者
や

遊
ん
で
い
る
子
ど
も
な
ど
に
十
分
注

意
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ビ
ル
の
壁
、
窓
枠
、
突
出
看
板
等

か
ら
の
落
氷
雪
は
少
量
で
も
危
険
で

あ
る
た
め
、
付
着
し
た
雪
や
氷
の
除

去
を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
落
氷
雪
の
除
去
の
際
に
は
、

歩
行
者
へ
の
十
分
な
安
全
対
策
を
行

う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
軒
下
を
通
行
す
る
と
き
は
、
屋
根

か
ら
の
落
氷
雪
に
十
分
注
意
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
軒
下
や
道
路
で
は
、
子
ど
も
を
絶

対
に
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

■
屋
根
か
ら
大
量
の
雪
が
落
ち
た
と

き
は
、
直
ち
に
事
故
が
な
い
か
確
か

め
る
と
と
も
に
、
歩
行
者
の
通
行
へ

の
影
響
を
避
け
る
た
め
、
速
や
か
に

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

■
交
通
事
故
・
交
通
障
害
防
止
の
た

め
、
屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
や
敷
地
内

の
積
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

（
留
萌
開
発
建
設
部
・
留
萌
振
興
局
・

羽
幌
警
察
署
・
初
山
別
村
）

　
毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と

除
雪
機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
除
雪
機
を
使
う
際
に
は
、
次

の
点
に
注
意
し
て
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

①
作
業
を
行
う
前
に
、
必
ず
取
扱
説

明
書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
い
使
い

方
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

②
安
全
装
置
が
正
し
く
作
動
し
な
い

状
態
で
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
デ
ッ
ド
マ
ン
ク

ラ
ッ
チ
機
構
を
意
図
的
に
無
効
化
し

た
り
、
故
障
を
放
置
し
た
ま
ま
で
は

使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
と
き
は
、

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
回
転
部

（
オ
ー
ガ
、
フ
ロ
ウ
）
が
完
全
に
停

止
し
て
か
ら
雪
か
き
棒
を
使
っ
て
行

い
ま
し
ょ
う
。

④
回
転
部
に
近
づ
く
と
き
は
、
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
回
転
部
が
完

全
に
停
止
し
て
か
ら
作
業
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

⑤
後
進
時
は
、
転
倒
し
た
り
、
挟
ま

れ
た
り
し
な
い
よ
う
、
足
も
と
や
後

方
の
障
害
物
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

⑥
除
雪
作
業
中
は
、
雪
を
飛
ば
す
方

向
に
、
人
や
車
・
建
物
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
除
雪

機
の
周
り
に
は
絶
対
に
人
を
近
づ
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

除
雪
機
安
全
協
議
会
（
一
般
社
団
法

人
日
本
農
業
機
械
工
業
会
）
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冬
に
吹
雪
で
見
通
し
が
き
か
な
い

道
路
で
は
通
行
止
め
の
規
制
が
実
施

さ
れ
ま
す
。通
行
止
め
区
間
へ
脇
道
か

ら
進
入
す
る
と
、
吹
き
だ
ま
り
に
衝

突
し
た
り
、
車
両
が
ス
タ
ッ
ク
し
孤

立
す
る
な
ど
、
命
に
か
か
わ
る
重
大

な
事
故
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

大
変
危
険
で
す
の
で
指
定
さ
れ
た
迂

回
路
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
通
行
規
制
の
状
況
は
次
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

通
行
規
制
情
報
（
北
海
道
地
区
道
路

情
報
の
ペ
ー
ジ
）
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【
お
問
い
合
わ
せ
】

北
海
道
留
萌
振
興
局
留
萌
建
設
管
理

部
維
持
管
理
課
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０
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知
ら
せせせせせせせせせせせ

宇

屋
根
か
ら
落
ち
る
雪
や
氷
に

よ
る
危
険
防
止
な
ど
の
お
願
い

正
し
い
操
作
で
、安
全
除
雪
！

通
行
規
制
区
間
へ
の
進
入

の
危
険
性
に
つ
い
て



烏

■
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
の
ご
案
内

　
相
続
手
続
で
は
、
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
の
戸
籍
書
類
一
式
を
、

相
続
手
続
を
取
り
扱
う
各
種
窓
口
に

何
度
も
出
し
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、
法

務
局
に
「
戸
籍
書
類
一
式
」
と
「
相

続
関
係
を
一
覧
に
し
た
図
（
法
定
相

続
情
報
一
覧
図
）」
を
一
緒
に
提
出
す

る
こ
と
で
、
内
容
を
確
認
し
た
上
で
、

法
定
相
続
人
が
誰
で
あ
る
の
か
を
、

提
出
さ
れ
た
一
覧
図
の
写
し
に
登
記

官
が
証
明
し
て
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

法
定
相
続
情
報
一
覧
図
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
の
相
続
登
記
、
預
金
の
払
戻
し
、

相
続
税
の
申
告
、
各
種
年
金
手
続
な

ど
を
行
う
と
き
に
必
要
と
さ
れ
る
戸

籍
書
類
一
式
の
提
出
が
省
略
で
き
ま

す
。
　
ご
検
討
さ
れ
る
方
は
旭
川
地
方
法

務
局
登
記
部
門
ま
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間

　
平
日
の
午
前
８
時
　
分
～

３０

　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
　
分
ま
で

１５

　
（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

旭
川
地
方
法
務
局
登
記
部
門
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０
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■
　
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

２０
　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
働
い
て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支

え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕

組
み
で
す
。

　
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
は
加
入

２０

６０

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

　
歳
に
な
る
と
日
本
年
金
機
構
か
ら

２０国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
が
届
き

ま
す
。

【
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト
】

◆
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
！

　
国
民
年
金
は
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で

２０

６０

の
方
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

制
度
で
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て
運

営
す
る
た
め
、
安
定
し
て
い
ま
す
し
、

年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保

障
さ
れ
ま
す
。

◆
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
！

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
死
亡

し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生

計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の

あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取

れ
ま
す
。

【
国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い
】

◆
国
民
年
金
の
保
険
料

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
及
び

任
意
加
入
被
保
険
者
の
１
カ
月
当
た

り
の
保
険
料
は
１
６
埀６
１
０
円
で

す
。（
令
和
３
年
度
）

◆
「
付
加
年
金
制
度
」
が
あ
り
ま
す

　
定
額
保
険
料
（
１
６
埀６
１
０
円
）

に
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を

上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ

れ
、
年
金
を
多
く
受
け
取
れ
ま
す
。

◆
「
前
納
割
引
制
度
」
が
あ
り
ま
す

　
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
（
前

納
）
す
る
と
、
割
引
が
適
用
さ
れ
る

の
で
お
ト
ク
で
す
。

◆
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
お
支
払
い

　
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
金
融

機
関
等
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
、

納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、「
早
割
（
当
月
末
納
付
）」

や
「
前
納
」
で
納
め
る
と
、
保
険
料

が
割
引
さ
れ
ま
す
。

【「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
納
付

猶
予
制
度
」】

◆
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
の
方
は
、
ご
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
世
帯
主
の
所

得
に
か
か
わ
ら
ず
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
、
大
学
院
、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
方
で
す
。

◆
「
納
付
猶
予
制
度
」

　
学
生
で
な
い
　
歳
未
満
の
方
で
、

５０

ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
等
に

つ
い
て
は
役
場
住
民
課
健
康
福
祉
係

（
６
７
儿
２
２
１
１
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

旭
川
地
方
法
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ



■スリップ等による交通事故の防止

■特殊詐欺の被害防止

■女性の犯罪被害防止

■空き巣ねらいの被害防止

羽

　今年も残りわずかとなりました。年末年始は実家への帰省や長期旅行のた

めに、家を空ける事が多くなり、空き巣の被害に遭うなど、身近なところで

犯罪が起きやすい時期です。犯罪被害や交通事故に遭わないために、しっか

りと防犯対策をお願いいたします。

毅スリップ事故の原因となる急発進、急ブレーキなど、

急のつく運転はやめ、慎重な運転を心掛けましょう。

毅時間に余裕を持ち、スピードダウンと車間距離の保

持に努めましょう。

毅飲酒運転は悪質で重大な犯罪です。「飲酒運転をし

ない、させない、許さない」を徹底しましょう。

毅パソコンやスマートフォンに「ウイルス感染」を装っ

た画面を表示させて「ウイルス除去費用」として電子

マネーで代金を支払わせる詐欺が多発しています。

「ＡＴＭの操作」や「電子マネーの購入」を要求され

たら詐欺を疑い、焦っているときほど誰かに相談する

ことを心掛けましょう。

毅夜間の一人歩きは極力避け、人通りが多くて明るい道

を通るようにしましょう。

毅イヤホンで音楽を聴いたり、スマートフォンを操作し

ながら歩かないようにしましょう。

毅防犯ブザーなどの防犯グッズを携帯しましょう。

毅短時間の外出でも必ずすべてのドア・窓に鍵をかけましょう。

毅在宅中・就寝中も戸締まりを欠かさないようにしましょう。

毅防犯カメラ・センサーライト・玄関や窓の補助錠を設置する

など、防犯機器を有効に活用しましょう。

年末年始における犯罪及び交通事故の防年末年始における犯罪及び交通事故の防止止



北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

消費者生活に関する相談は、
消費者ホットラインへ

0570－064－370
平日は、北海道立消費生活
センター、土日祝日は、国
民生活センターにつなが
ります。

一人で悩まず、

まずは相談してください。

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和４年１月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（６日・２０日完全予約制）

〇

（第４水曜日２６日は休診）〇〇〇〇〇

内科第２診察室
完全予約制

循環器内科（第４水曜日 ２６日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
砂川市立病院　木村医師（２７日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（１７日）〇

整形専門外来
予約制

予約制八島医師（１２日・２０日・２６日）〇〇

８：００～１１：００穴口医師（７日・１４日・２１日・２８日）〇予約優先

完全予約制

佐々尾医師〇フレイル外来

予約制

午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（６日・２０日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（整形専門外来診療日は内科のみ）〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約優先

完全予約制渡部医師（１１日・２５日）〇

整形専門外来
予約制

完全予約制覺田医師（１４日・２８日）〇

１３：３０～１５：００穴口医師（６日・１３日・２０日・２７日）〇予約優先

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（日程未定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（４日・１１日・１８日・２５日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師 ＊変更となる場合もあります。
（４日・５日・１１日・１８日・１９日・２５日）

〇
予約検査
のみ

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（６日・１３日・２０日・２７日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（５日・１９日）〇耳鼻咽喉科（第１・３水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（７日・１４日・２１日・２８日）〇皮膚科（毎週金曜日）

ひとのうごき

～令和３年１１月末～

人口と世帯数
人口 １,１１７人
　　　（△２人）
 男 ５３６人
 女 ５８１人
 世帯数 　５３３世帯 
　　　（△２世帯）

（　） は前月比

おくやみ

１１／５　酒　井　富　勝

　　　　　　　　　８５歳（明　里）

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。
※木村医師の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。
※平成３０年１１月から、毎週月曜日の午後に「フレイル外来（完全予約制）」を始めました。
※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました。
※新年は１月４日（火）から診療を開始します。
※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。
※巡回診療は、中央老人寿の家（羽幌町）で１３日に、上築中央集会所（羽幌町）で７日に、九重コミュニティーセ
ンター（苫前町）で１８日に、小川研究センター（苫前町）で２０日に行います。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

迂



問い合わせ先　旭川地方気象台（緯 0166崖32崖7102）　http://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.html

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されて

いる行事などにつきまして、中止や延期、規模縮小な

どの措置をとることがありますのでご了承願います。

　初山別村民憲章　　産業をのばし、働くよろこびに生きる豊かな村にしましょう。
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● 今月の主な行事予定 ●
（１２／１０～１／１２）

行　　　　　事　　　　　等日月
広報しょさんべつ配布（１２月号）
ふじみ保育所クリスマス会

１０晶

　

月

１２

インフルエンザ予防接種（自然交流センター）１１松
１２掌
１３捷
１４昇

ほしっこくらぶ１５昌
１６昭

破砕ごみ・危険ごみ（初山別・千代田）
ふじみ保育所もちつき会

１７晶

１８松
１９掌
２０捷
２１昇
２２昌

予防接種２３昭
２４晶
２５松
２６掌
２７捷
２８昇

広報しょさんべつ配布（新年号）２９昌
３０昭

大晦日３１晶
元旦１松

１

月

２掌
３捷

成人式４昇
５昌

予防接種６昭
７晶
８松
９掌
１０捷
１１昇

乳幼児健診
広報配布（お知らせ版）

１２昌

気象台ひと口メモ　～暴風雪に備える～
　暴風雪に伴う災害には、猛ふぶきによる視界

不良、吹きだまりによる交通障害や歩行困難、

暴風による飛散物での家屋等損壊、停電など

があり、北海道では毎年のように発生していま

す。気象台では、暴風雪が予想されるときに暴

風雪警報を発表します。また、広範囲に災害が

予想されるときには「数年に一度の猛ふぶき、

外出を控えて下さい。」のキーワードを用いた気

象情報を発表して、暴風雪に対する厳重な警

戒を呼びかけます。このキーワードを用いる場

合は、２～３日前から段階的な防災気象情報

を発表します。また、旭川地方気象台と旭川開

発建設部・留萌開発建設部と共同で暴風雪に

対する緊急発表を行うなど、暴風雪に対してよ

り一層の注意・警戒への喚起を行います。

　暴風雪災害は、晴天から荒れた天気へ急変

したときに特に多く発生しています。暴風雪警

報が発表されたときには、今の天気が良くても

油断することなく、最新の気象情報や道路情報

などを事前に十分確認してから行動するように

しましょう。また、外出中に天気の急変により車

が立ち往生することを想定して、車には日ごろ

から防寒着、長靴、スコップなどを用意してお

くと良いでしょう。

検温器の寄贈について
（11月１９日）

　公益社団法人留萌地方法人会初山別支部

より、社会貢献事業として、検温器３台を寄

贈していただきました。検温器は小･中学校、

自然交流センターに配置されています。

　村内の３投票所において第４９回衆議院総

選挙及び最高裁判所裁判官国民審査が行わ

れました。今回の村の投票率は８１．９８％で、

前回よりも

１．７ポイント

上昇しました。

写真は午後８

時より行われ

た開票の様子

です。

第４９回 衆議院総選挙及び
最高裁判所裁判官国民審査


